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１. 調査目的 
国立研究開発法人産業技術総合研究所（以下「産総研」という）中国センターは、マテリア

ル・プロセスイノベーションプラットホーム（MPIP）有機バイオ材料拠点を整備し、樹脂・ゴ

ム系材料の材料・プロセス診断技術に重点をおいた研究開発を推進している。昨今のサーキュ

ラーエコノミーや低炭素社会への要求の高まりを受けて、産総研中国センターにおいても樹脂・

ゴム系材料のリサイクルの社会実装に係る技術課題の解決や連携体制を構築する必要がある。 

 そこで、樹脂・ゴム系材料を取り扱う企業、自治体、有識者、学会、アカデミア等を対象に、当

該材料のリサイクルに関する取り組みや技術的な課題等を把握することを目的とした動向調査

を実施した。 

 

２. 調査対象 
 

２-１ アンケートの調査対象と回収状況 
アンケートを実施する事業者の選出に関しては全体を 200 事業者とし、そのうち産総研

中国センターから提供された 150 事業者のほかはグリーンコープジャパンがインターネ

ット情報等から 50 社を補完し 200 事業者を選定した。調査対象先のリサイクル事業を以

下の通りの５区分とした。なお、アンケート調査対象とした 200 事業者の情報は、巻末

に別表-１としてまとめた。 

 

１.リサイクラー 

２.マテリアルリサイクル 

３.川上 

４.廃棄物 DX 系 

５.廃棄物 DPP 系 

 

調査票の回収状況は、表１の通りで有効回収率は 18.0％であった。 

類型別に見ると、リサイクラーは 27.8％、マテリアルリサイクル系は 22.7％の回収率、

川上は 25.0％、廃棄物 DX 系は 8.6％、廃棄物 DPP 系は 9.5％、全体の有効回収率は 18.5％

であった。 

 
表１ 調査対象先数及び回収状況 

類型別 調査対象先数 回収数 有効回収率 

リサイクラー 79 事業者 22 事業者 27.8％ 

マテリアルリサイクル 22 事業者 5 事業者 22.7％ 

川上 8 事業者 2 事業者 25.0％ 

廃棄物 DX 系 70 事業者 6 事業者 8.6％ 

廃棄物 DPP 系 21 事業者 2 事業者 9.5％ 

合計 200 事業者 37 事業者 18.5％ 

 

２-２ ヒアリングの調査対象 
ヒアリングを実施する事業者の選出に関してはアンケート調査の回答者 13 事業者及び

有識者・団体・自治体から 7 団体企業を選定し、20 の対象先にヒアリング調査を行った。

調査対象先のカテゴリー別に以下の通りの 4 区分とした。 

 

１.有識者・団体・自治体 7 団体 

２.リサイクラー 8 事業者 

３.マテリアルリサイクル １事業者 

４.廃棄物 DX 系 4 事業者 

                              
調査対象先の属性、業種、技術等は、表 2 のとおり。なお、アンケート調査に回答いた 

だいた全ての事業者のヒアリング可否回答状況は、巻末に別表-２としてまとめた。 
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表２ 調査対象先の属性、業種、技術等 

 
 
  

№ カテゴリー ヒアリング対象先 業種・事業内容・技術等 調査方法

1
有識者・団
体・自治体

オンライ
ン

2
有識者・団
体・自治体

オンライ
ン

3
有識者・団
体・自治体

対面

4
有識者・団
体・自治体

対面

5
有識者・団
体・自治体

対面/オン
ライン

6
有識者・団
体・自治体

対面/オン
ライン

7
有識者・団
体・自治体

オンライ
ン

8
リサイク
ラー

 対面/オン
ライン/工
場見学

9
リサイク
ラー

対面/オン
ライン

10
リサイク
ラー

対面/工場
見学

11
リサイク
ラー

対面/オン
ライン

12
リサイク
ラー

オンライ
ン

13
リサイク
ラー

対面/オン
ライン/工
場見学

14
リサイク
ラー

対面/工場
見学

15
リサイク
ラー

対面/オン
ライン/工
場見学

16
マテリアル
リサイクル

オンライ
ン

17 DX関係
オンライ
ン

18 DX関係  
オンライ
ン

19 DX関係
対面/オン
ライン

20 DX関係  
対面/オン
ライン
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３. 調査方法 
 

３-１ アンケートの調査方法 
調査期間：令和５年８月２２日～令和６年１月１０日 

 

産総研の担当者により作成した調査票を、郵送により、配布・回収を行った。また、電

子データでの回答希望者には電子メールの調査票を送信し、電子メールにより回収した。

督促の方法として、各事業者のホームページの“お問合せ”コーナーにアンケート返送

の依頼等の案内を送付し、反応のあった事業者には電子メールや電話による対応を行っ

た。 

 

３-２ ヒアリングの調査方法 
調査期間：令和５年８月９日～令和５年９月２０日 

 

産総研の本事業担当者が作成したヒアリング内容を基に、ヒアリングの対象者に対し、

ヒアリングを実施した。グリーンコープジャパンを事務局とした。各ヒアリング先への

ヒアリングの実施形態は、以下の５パターンで行った（表 2 参照）。 

 

1. オンライン 

2. 対面 

3. 対面とオンラインの併用 

4. 対面と工場見学 

5. 対面とオンラインと工場見学 

 

ヒアリング先の様々な事業形態・事業内容等に、より的確なヒアリングが行えるように、

対象者によってヒアリング項目が設定された。 

以下はヒアリング対象事業者に対する主なヒアリング項目 

 

（1）サーキュラーエコノミー（CE）や低炭素社会への要求に対して、どのような戦略を重

要視・優先しているか 

（2）樹脂リサイクルの社会実装における課題と具体的な取り組みについて 

（3）リサイクル材の利活用に当たっての課題について 

（4）樹脂・ゴムリサイクル素材の現状と可能性について 

（5）樹脂・ゴム系材料のリサイクルに関する取り組み（ビジネス展開）について 

（6）公的研究機関に対する期待・要望について 

（7）廃棄物管理 DX や DPP の社会実装における課題と具体的な取り組みについて 

（8）現在の取り組みを進める上での問題点 

（9）サーキュラーエコノミー社会実現に向けての課題や問題点について 

（10）今後の取り組みの展望など 

（11）現在の取り組みの詳細について（プラスチック資源循環等）、現在の取り組みにおけ

る課題、今後の見通し、数値目標や、目指す方向・内容 
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４. アンケート調査結果 
 

アンケート調査結果概要（全体のまとめ） 
① 再生材の利活用 

 

・「分別」、「材料の組成」が課題で、リサイクルし易いバージン材の販売 

・回収がより重視されてくると考える。すそ野の広い回収スキームを社会全体で構築すること

で循環型社会が進化。 

 

リサイクラー 

・廃プラスチックの品質管理に関して出来ている事から並べると、「分別」、「材料組成の把握」、  

「洗浄」、「材料物性の把握」、「加工性の保証」の順である。 

 

マテリアルリサイクル 

・再生材の利活用について重要課題と考えているものは、材料の組成・配合のばらつきや不純物

の混入が無いか、品質（機能や物性）にばらつきがないか、新品の材料（バージン材）に比べて

劣化していないか、バージン材と同様な成型加工が可能か、バージン材に比べて製品の性能や

耐久性が低下しないかなどがあげられる。 

 

川上 

・自社では樹脂のリサイクルに係る何らかの取り組みをしているかについて、ケミカルリサイク

ルに向けたプラント建設等の取り組みやメカニカルリサイクルのための再生材の加工、販売な

どの取り扱い、リサイクルし易いバージン材の販売などに取り組んでいる。 

 

廃棄物 DX 系 

・高分子材料の再生材活用やリサイクルについて、様々なステイクホルダーが変革を求められる

と考えている。それらを後押しするのに DX による可視化が不可欠であると考えている。再生

材の積極的な利用やリサイクルし易い製品設計ガイドライン制定、関係者への情報発信。 

・消費者の分別や環境配慮製品の購入に向けた行動変容。リサイクラー、運送：効率的な運送、

仕分け、リサイクル技術の向上。自治体、国：上記の活動サポートや助成、法規の見直しなど、

また、これらのあるべき姿は、地域ごとに異なる事から、地域にあった循環経済圏の確立が重

要であると考える。 

・自社では、リユース・リサイクル・循環 CO2 削減を観点に幅広く事業活動している。今後は、

『回収』がより重視されてくると考える。すそ野の広い回収スキームを社会全体で構築するこ

とで循環型社会が進化していくでしょう。 

 

② 高分子材料の再生材の利活用 

 

 ・学会や協会がいくつもあるので、情報発信・情報収集の場が欲しい。 

 ・高機能シートの単一素材化による回収率の工場生産性の向上が必要と考える。  

 ・高分子材料のリサイクルや再生材利活用についてマテリアルリサイクル事業者が具体的な 

取り組や計画をしている。 

  

リサイクラー 

・廃プラのサーマルリサイクルからマテリアルリサイクルへの意向は必然の流れと考えるが、廃

プラ回収の仕組みづくりや分別技術確立をさらに強力にスピードアップ、ブラッシュアップし

ていかないと進展は難しいと思慮する。 

・現在当社は廃棄物の運搬・中間処理が中心で、リサイクルは RPF 製造などが中心。マテリアル

リサイクルはテスト段階で、今後事業を伸ばしていこうと考えているレベル。 

当社はゴムのリサイクル（再生ゴムチップ加工）で、排出側と販売先のバランス、需要時期の

平準化が課題。 

・情報発信・情報収集の場が欲しい、学会や協会がいくつもある。 
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・化石資源由来のバージン原料に対し、リサイクル材は生産コストが高く、その差をユーザーが

負担するという社会的コンセンサスがもう少し成熟していかないと、限られた領域でしか再生

材利用は増えていかない。技術開発力と資金のある大企業も参入してこない。結果として遅々

とした歩みにしかならない。 

・高機能シートの単一素材化による回収率の工場生産性の向上が必要と考える。 

以下を進めることが重要かと考える。（１）廃棄物行政とプラスチック資源循環との整合性の推

進・回収・リサイクルの規制緩和の更なる推進・社会的コストの見える化と社会公平性の確保。

（２）プラスチック資源循環推進企業に対する補助金等の直接的な行政支援の拡充。（３）再生

プラスチック、バイオプラスチックの利用拡大・利用推進に向けた国民的な広報・啓発・税金

優遇を含む行政の支援。 

・リサイクル技術について、バージン材で世の中にプラスチックとして世に出て来て、私たちは

長年にわたり再利用できるように頑張ってきたが、未だに再生事業自体認められていない。廃

棄物業者の一部のような今まで PP,PB など汎用性のプラスチックの色付き素材の製品開発に頑

張ってきた。いつの間にか容器の素材が使用され粗悪品のレッテル貼られ再生品イコール粗悪

品、一般廃棄物に莫大な補助金を付けて私たちが長年かけて開発した商品を滅茶苦茶にする事

とリサイクル事業は違うと思う。 

 

マテリアルリサイクル 

・マテリアルリサイクル事業者 5 件中 5 件全ての事業者が高分子材料のリサイクル技術や再生材

の利活用は必要としている。 

・その理由を多い順に挙げると、「環境対応が製品の価値向上につながる」、「社会動向を踏まえ対

応せざるを得ない」、「環境対応が投資家や顧客へのアピールにつながる」 

・高分子材料のリサイクルや再生材利活用について 5 件中 5 件全ての事業者が具体的な取り組み

や計画をしている。 

 

③リサイクルを行う上で、社会システムや社会実装での課題や障壁 

  

 ・社会システム上では「コスト」、「再生材の利用」に係る問題が最も大きな課題としている。 

  

リサイクラー 

・リサイクルを行う上で、社会システム上の課題や障壁になる事の中で多く挙げられていた事を

順番に挙げると、「コスト（調達、製造、管理、運送等）」、「仕入先、販売店のマッチング」、「サ

プライチェーンの状況判断」、「調達先の見つけ方」「再生材保管のスペース」「運送の管理」「既

存の廃棄物業者」の順である。 

 

マテリアルリサイクル 

・リサイクル技術や再生材利活用の社会実装について課題・障壁が顕著にあるとしているのは事・ 

業者 5 件のうち 4 件で、ややあるとしているのが 1 件となっている。 

・リサイクル技術や再生材利活用の社会実装についてどんな課題・障壁があるのか多い方から挙

げると「再生材の利用」「製品のリサイクル方法」「再生材の調達」「易リサイクル製品の開発」

となっている。 

 

川上 

・再生材取扱メーカーとなる場合、最も整備が必要となる社会システムは何かというと、 

「再生材に関するサプライチェーンの構築」とおもう。 

 

④ 今後のプラスチック業界の見通しや今後の動向 

  

 ・DX による可視化が不可欠であると考えている。 

 ・再生材の積極的な利用やリサイクルしやすい製品設計ガイドライン制定 

 ・消費者は分別や環境配慮製品の購入に向けた行動変容。 

 ・地域に合った循環経済圏の確立が重要であると考える。 
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リサイクラー 

・再生材利活用を進めるにあたって今後重要となる事の中で多く挙がられていた事を多い順に並

べると、「再生材品質の管理、保証方法」、「再生材利用に当たっての成型加工、劣化等の物性評

価方法」、「新たなリサイクルチェーンの構築方法」、「製品のトレースやサプライチェーンの状

況把握、管理方法」、「LCA や環境負荷、省エネに関する評価方法」となっている。 

 

マテリアルリサイクル 

・再生材の利活用やリサイクルの関連技術について重要と考えているもの、また、今後の開発を

期待されるものは何かというと、「再生材の品質（機能や物性）管理方法」、「LCA、環境負荷、省

エネルギー等に関する評価方法」「再生材の構成（組成、添加物、不純物等）の評価方法」、「再

生材の成型加工技術」、「製品のトレースやサプライチェーンの状況把握、管理の方法」「再生材

の劣化評価方法」などが挙げられる。 

 

川上 

・今後、再生材取扱メーカーになるとした場合、最も開発が必要となる技術は何か、「廃プラスチ

ックの分別洗浄方法」「廃プラスチックを販売製品に必要な物性にするための手法の確立」など

が挙げられる。 

・今後 10 年で自社が目指している方向については、「さらに高付加価値なバージン材の供給メー

カーになる」「再生材の供給メーカーになる」「バイオポリマーの供給メーカーになる」などと

なっている。 

 

廃棄物 DX 系 

・今後のプラスチック業界の見通しについて、プラスチック業界の成長のカギとなるものは、「リ

サイクル」「バイオマス利用」「脱プラ」以上３つを挙げている。 

・今後リサイクルはビジネスチャンスになると思うかについては、全ての事業者が今後リサイク

ルはビジネスチャンスになるとしている、その理由は「DX でサプライチェーン上の廃棄物の流

れを可視化する必要性が増えると思うから」「DX で廃棄物の量と場所を可視化する必要性が増

えると思うから」「規制や法律によって廃棄物の厳密な管理が必要になると思うから」などとし

ている。 

 

廃棄物 DPP 系 

・樹脂リサイクルの DPP としてブロックチェーン技術が一般に広く導入されるのは何年後だとお

もうかは「5 年以内」あるいは「5 年以降」と考えている。 

・ブロックチェーン技術は様々な企業が開発しているが、それらの今後の展望については、「大き

なチェーンに統合される」、「翻訳・互換技術が登場する」とみている。 

 

４-１ アンケート調査項目 
  産総研の担当者により作成されたアンケート項目に基づいたアンケート票を、各５類型事業

者に調査を実施した。アンケート項目は以下の通り各類型別となっている。 

 

（1）リサイクラー 
   １）リサイクルを行う上で、社会システム上の課題や障壁は何か 

         ２）取り扱いの廃プラスチックについて 

     ３）廃プラスチックの供給元に求めることは何か 

         ４）自社で行っているリサイクルの内訳はどのようになっているか 

         ５）再生材利活用に関して 

         ６）自社が保有する廃プラスチックは、何があればさらに価値が上がると思うか 

         ７）今後のプラスチック業界の見通しについて 

         ８）高分子材料の再生材利活用やリサイクルについて、他の感想・意見について 

 

    （２）マテリアルリサイクル 
         １）高分子材料のリサイクル技術や再生材の利活用は、必要だと思うか 
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         ２）「必要」と答えた理由は何か 

         ３）リサイクル技術や再生材利活用の社会実装について、課題・障壁があるか 

         ４）リサイクル技術や再生材利活用の社会実装について、課題・障壁が「ややある、顕

著にある」を選んだ方。どのような点に課題があると思うか 

         ５）高分子材料のリサイクルや再生材の利活用について、社では具体的な取り組み、あ

るいは計画をしているか 

         ６）再生材の原料は、どこから調達しているか。もしくはどこからの調達を想定してい

るか 

         ７）再生材の利活用について、重要課題と考えているものは何か 

         ８）リサイクルについて、重要課題と考えているものは何か 

         ９）再生材の利活用やリサイクルの関連技術について、重要と考えているもの、または

今後の開発を期待されるものは何か 

         10) 産業技術総合研究所 中国センターでは、資源循環や温暖化防止等の社会課題を受

け、高効率かつ低環境負荷で各種化学品を生み出すための「創製技術」、化学材料を

適材適所で使いこなすための「診断技術」の開発を進めている。このような取り組

みに興味があるか 

         11) 高分子材料の再生材利活用やリサイクルについて、他の感想・意見について 

 

    （３）川上 

         １）自社では樹脂のリサイクルに関わる何らかの取り組みをしているか 

         ２）今後、再生材供給メーカーとして、資源循環社会のサプライチェーンに入ることに

ついてどう思うか 

         ３）今後、再生材取り扱いメーカーになるとした場合、最も開発が必要となる技術は何 

      か 

         ４）再生材取り扱いメーカーとなる場合、最も整備が必要となる社会システムは何か 

         ５）今後 10 年でバージン材の供給量は変わると思うか 

         ６）今後 10 年で、自社が目指している方向について 

         ７）高分子材料の再生材利活用やリサイクルについて、他の感想・意見について 

 

    （４）廃棄物 DX 系 
     １）廃棄物管理やリサイクルに関する DX の使い方で需要が多いものは何か 

         ２）廃プラスチックに関するデータを取り扱っている内容について 

         ３）廃棄物管理やリサイクルに関する DX で得た情報を、今後どのように生かそうと考

えているか 

         ４）廃棄物管理やリサイクルに関する DX を進めるにあたって、今後優先すべき開発課

題は何か 

         ５）今後のプラスチック業界の見通しについて 

         ６）高分子材料の再生材利活用やリサイクルについて、他の感想・意見について 

 

    （５）廃棄物 DPP 系 
         １）自社の技術はサーキュラーエコノミー社会にどのように役立てられると思うか 

         ２）ブロックチェーン技術を樹脂リサイクル製品の DPP に導入する上での課題は何か 

         ３）樹脂リサイクル製品の DPP 導入に向けて何が必要だと感じていますか 

         ４）ブロックチェーン技術を利用した樹脂リサイクル製品の DPP が導入されやすい業界

はどこだと思うか 

         ５）樹脂リサイクルの DPP としてブロックチェーン技術が一般に広く導入されるのは何

年後だと思うか 

         ６）ブロックチェーン技術は様々な企業が開発しているが、それらの今後の展望につい

てどのように考えるか 

         ７）高分子材料の再生材利活用やリサイクルについて、他の感想・意見について 
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「その他の内容」 

・気候変動問題の解決には GHG 排出量削減、即ち石油資源の使用削減が必須で、あらゆるリサイク

ルが必要不可欠となるから 

 

(１)-８) 高分子材料の再生材利活用やリサイクルについて、他の感想・意見について 

 

リサイクラーからは以下の感想や意見が挙げられている。 

    

・廃プラのサーマルリサイクルからマテリアルリサイクルへの移行は必然の流れと考えるが、

廃プラ回収の仕組み作りや分別技術確立をさらに強力にスピードアップ、ブラッシュアップ

していかないと進展は難しいと思慮する。 

・現在当社は廃棄物の運搬・中間処理が中心で、リサイクルは RPF 製造などが中心。マテリア

ルリサイクルはテスト段階で、今後事業を伸ばしていこうと考えているレベル。 

・リサイクル事業の社会実装を加速するには、技術的革新よりもエコシステムの醸成が最重要

課題と考えます。また、リサイクル事業においては、廃棄物の発生抑制、天然資源の利用抑

制、資源循環への取組みを通じた 環境負荷低減（カーボン・ニュートラルへの貢献）を大義

に推進する必要があり、リサイクルすることで GHG排出を増加させるようでは本末転倒です。

消費者、業界の各界各層がその重要性を理解し、行動変容に繋げる ナッジ・ブースト だけに

頼らない具体策が必要であり、政府には、エコシステムの醸成に向けた環境整備、企業には、

動静脈の産業連携を期待しています。 

・当社はゴムのリサイクル（再生ゴムチップ加工）で、排出側と販売先のバランス、需要時期の

平準化が課題。 

・情報発信・情報収集の場が欲しい、学会や協会がいくつもある 

・化石資源由来のバージン原料に対し、リサイクル材は生産コストが高く、その差をユーザー

が負担するという社会的コンセンサスがもう少し成熟していかないと、限られた領域でしか

再生材利用は増えていかない。技術開発力と資金のある大企業も参入してこない。結果とし

て遅々とした歩みにしかならない。 

・高機能シートの単一素材化による回収率の向上生産性の向上が必要 

・以下を進めることが重要かと考える。（1）廃棄物行政とプラスチック資源循環との整合性の

推進・回収・リサイクルの規制緩和の更なる推進・社会的コストの見える化と社会公平性の確

保。(2)プラスチック資源循環推進企業に対する補助金等の直接的な行政支援の拡充。(3)再

生プラスチック、バイオプラスチックの利用拡大・利用推進に向けた国民的な広報・啓発・税

優遇等を含む行政の支援。 

・リサイクル技術について、バージン材で世の中にプラスチックとして世に出てきて、私たち

は長年にわたり再利用できるように頑張ってきたが、未だに再生事業自体認められていな

い、廃棄物業者の一部のような今まで PP、PB など汎用性のプラスチックの色付き素材の製

品開発に頑張ってきた。いつの間にか容器の素材が使用され粗悪品のレッテル貼られ再生品

イコール粗悪品、一般廃棄物に莫大な補助金付けて私たちが長年掛けて開発した商品をめち

ゃくちゃにする事とリサイクル事業は違うと思う。 
    

 

 

 

（２）マテリアルリサイクル 
(２)-１)高分子材料のリサイクル技術や再生材の利活用は必要だと思うか 

 

マテリアルリサイクル事業者 5 件中 5 件と全ての事業者が挙げており、高分子材料のリサイク

ル技術や再生材の利活用は必要としている。 
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(３)-７) 高分子材料の再生材利活用やリサイクルについて、他の感想・意見について 

 

1 事業者が以下の通り述べている。 

 

・高分子材料の再生材利活用を促進させるには、技術開発もさることながら、一般の消費者を含

む社会全体の認識・理解・行動の変容が必要である。リサイクル素材を使った製品の積極購買

や、シェアリングサービスの活用、資源の分別徹底など、消費者が環境に配慮して行動するこ

とが当たり前の社会に変わっていかなければならない。そういった変化がバリューチェーンを

遡って影響を及ぼし、循環型経済への移行を促進することになる。市民・社会の理解の促進の

ためには、教育・啓発が極めて重要である。これは、教育現場での環境問題や資源リサイクル

に係る直接的な教育だけでなく、環境に配慮したライフスタイル、環境配慮製品を進んで使う

ことがカッコいいことと認識されるようなトレンドの醸成なども必要と思われる。市民の行動

変容に向けて企業ができることとしては、循環型製品や技術がもたらす環境価値を、顧客や消

費者に分かりやすく示す可視化が重要である。例えば、リサイクルプラスチックで作られた製

品であることが一目見て分かるようにするといったことが必要と思われる。そのためには、素

材メーカー、回収再生を行う静脈産業企業、そして、消費者に近いブランドオーナーがリサイ

クルの環を形成する連携も重要になると考える。また、一般の社会全体の行動の変容には企業

間や市民団体の連携では限度があり、EU をはじめとする諸外国のように政府のよる規制等によ

る強制力も、社会変容を加速させる強力な手段として日本も導入を検討するべきと思う。 

    

 

 

（４）廃棄物 DX系 

(４)-１) 廃棄物管理やリサイクルに関する DX の使い方で需要が多いものは何か 

 

廃棄物管理やリサイクルに関する DX の使い方で需要が多いものとして、「原料のトレーサビリ

ティー等、原料調達に関すること」、及び「廃棄材料の流れ等、サプライチェーン管理に関するこ

と」を廃棄物 DX 系 6 事業者のうち各 3 者（50％）で二分された形で挙げている。 

 
図 30. 廃棄物管理やリサイクルに関する DX の使い方で需要が多いものは何か 

 
 

 

(４)-２) 廃プラスチックに関するデータを取り扱っている人に 

  (４)-２)-1 取り扱っているデータは何か 

 

廃プラスチックに関して取り扱っているデータとして最も多いのは「廃プラスチックの廃棄量

や廃棄場所」、及び「廃プラスチックの廃棄料金などコストに関すること」の廃棄に関することを

廃棄物 DX 系 6 事業者のうち各 4 件（67％）、項目別総数 16 件のうちでは（25％）挙げており、以

下項目別総数 16 件のうちでは「廃プラスチックの材料の詳細など品質に関すること」と「廃プラ

スチックの運送に関すること」3 件（19％）となっている。 
 

 

 

原料のトレーサビリ

ティー等、原料調

達に関すること, 
50%

廃棄材料の流れ

等、サプライチェー

ン管理に関するこ

と, 50%

回答事業者数=6
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(５)-５) 樹脂リサイクルの DPP としてブロックチェーン技術が一般に広く導入されるのは

何年後だと思うか 

 

樹脂リサイクルの DPP としてブロックチェーン技術が一般に広く導入されるのは「5 年以内」

と「5 年以降」をそれぞれの事業者が挙げている。 
   

図 42. 樹脂リサイクルの DPP としてブロックチェーン技術が一般に広く導入されるのは何年後だと思

うか 

 
 

 

(５)-６) ブロックチェーン技術は様々な企業が開発しているが、それらの今後の展望につい

てどのように考えるか 

 

ブロックチェーン技術は様々な企業が開発しているが、それらの今後の展望については「大き

なチェーンに統合される」あるいは「翻訳・互換技術が登場する」と２事業者はそれぞれの展望

としてみている。 

   

  図 43. ブロックチェーン技術は様々な企業が開発しているが、それらの今後の展望についてどのよう

に考えるか 

 
 

 

(５)-７) 高分子材料の再生材利活用やリサイクルについて、他の感想・意見について 

 

２事業者とも特に意見はなし 

 

 

 

 

 

 

 

5年以内, 50%

5年以降, 50%

総回答数=2

大きなチェーン

に統合される, 

50%
翻訳・互換技

術が登場する, 

50%

総回答数=2
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（７）アンケート調査回答者事業者一覧 

 

 
 

 

 

【リサイクラー】

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16  

17

18

19

20

21

22

記入者名 E-mail№ 企業名 所属部署名 電話番号 FAX番号
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【マテリアルリサイクル】

1

2

3

4  

5

E-mail№ 企業名 所属部署名 電話番号 FAX番号 記入者名

【川上】

1

2

E-mail№ 企業名 所属部署名 電話番号 FAX番号 記入者名

【廃棄物DX系】

1

2

3

4

5

6

E-mail№ 企業名 所属部署名 電話番号 FAX番号 記入者名

【廃棄物DPP系】

1

2

E-mail№ 企業名 所属部署名 電話番号 FAX番号 記入者名
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５. ヒアリング調査結果

５-１ 現在の取り組みについて

・サーキュラーエコノミーを意識した資源循環活動（リユース、トレーサビリティ、エコノミ

ービジネス、

・消費者を巻き込んだ資源循環活動（商業施設から資源回収拠点、見える化活動、）

【有識者・団体・自治体】 

◉

・一番大事なリユース事業を 3つ進めており、テイクアウトの飲料をリユースカップで提供する。

・建築現場に持ち込まれた空調設備など、施設内で開梱しプラスチックを PP、PE、PS、PET 別に

分別しマテリアルリサイクルを行う事業を進めている。

◉

・市内のサービスステーションでペットボトルを回収するといった取り組みを行っている。

・工場の自動販売機から出るペットボトルを社内の廃棄物として最後までトレーサビリティを確

認してリサイクルする取り組みをしている。

・市民の排出からリサイクル、商品開発販売でサーキュラーエコノミーの実現が出来るように計

画を立てている。

・油化の技術をどうするか、具体的に動くには設備投資が必要で企業誘致になると簡単には動い

てこないところがある。

◉

・2022 年以降、循環経済と言った取り組みで社会全体、経済全体をサーキュラーにしていくこと

が重要として、ヨーロッパの影響もうけ、経済成長につなげていくコンセプトとして取り組んで

いる。

◉

・サーキュラーエコノミービジネスになるには製造業がどういうイメージになるのかという将来

像と、それにどのように移行するのかというシナリオの設計方法でやっている。

◉

・ 二酸化炭素がこれだけ抑制できるという「見える化貢献度」

を知った消費者に習慣化させるために、行動を誘導するアプリケーションを仕掛けとして実装し

ている。

◉

・廃ペットボトルをリサイクルし飲料用ペットボトル原料をケミカルリサイクル方式で生産して

ペットボトルの水平リサイクルを実現している。

【リサイクラー】 

◉

・サーキュラーエコノミーや低炭素社会への要求が大きなビジネスチャンスだと思うし、社会的

にも変えていく部分だと思う。環境性と経済性を両立させながらビジネスとしてサステナブルに

やっていくところは考えていきたいと思う。

・ マテリアルリサイクルの工場を進行しており、主に家庭由来の容器包装プラ

スチックから再生材を作る事業を行っている。

◉

・戦略として、軽量化プラの使用量を減らす減容。2030 年、50 年に向かっての目標を立てられて
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いる。軽量化してもフォーミング出来る。 

【マテリアルリサイクル】 

◉

・ 廃プラを上手にコントロールすれば、油や軽油代替の物をプラからとれるので

はないかというところからサーキュラーの動きが始まった。

・内閣府でサーキュラーエコノミノーのプロジェクトが始まり、いくつかの課題の中に建築廃プ

ラスチックのリサイクルが課題として挙がっている。

【DX 関係】 

◉

・DX と同じように、個別プロセスの生産性を上げていくところや、アナログの取引をやっている

ところで情報の接点と点が繋がっていないところがあるので具体的につないでいく。事業採算性

を持ってマテリアルリサイクル出来るというところを目指している。

・自社で成型加工まで行って、その中で素材開発にも取り組んでいる。

◉

・各廃棄物置場から出てくる物を可視化させるようなシステムがあれば、この循環が生まれるか

も知れないと取り組みを始めた。

５-２ 取り組みの問題点やサーキュラーエコノミーの課題

・経済性があるかどうかの実証実験、経済的なインセンティブ、負担と受益の適正化

・サーキュラーエコノミノーの観点から、付加価値を付ける案が出せないか

・リサイクルに付随するコストは誰がどこでそれを負担するのかが課題

・資源循環に取組むにはコストがかかり、それを社会全体でわだかまりなく負担していく

のが重要

・プラスチックのこういうリサイクルが出来たらサーキュラーエコノミーのブームが終わ

ってしまう危険性を感じる。

【有識者・団体・自治体】 

◉

・採算性を得られるかどうか、このレベルではそもそも認識としてはイノベーションが必要だ。

分析がうまくいけば実装化に一緒に入っていけるが、イニシャルコストをここまで一緒に係って

いく。実装化までは一番難しいところでもある。

・経済的なインセンティブと言う物も必要になってくると思う。負担と受益の適正化みたいなこ

ともあると思う。

・経済性があるかどうかの実証実験だが、次へのステップで解決すべきものとして経済性がどう

しても出てくる。

◉

・サーキュラーエコノミノーの観点からすると、SDGS で企業はお金を出すのは可能じゃない部分

もあるから、どうやっていくのか付加価値を付ける案が出せないかと言うところ。

◉

・将来的にはボトル to ボトルだけでなく植物性由来樹脂と併せて増やして行く必要がある。ボト

ルからボトルに全部戻すと、今まで再生樹脂を使っていた人達（シート、繊維等）は、逆にバー

ジン樹脂を使うことになる。一方、PET 樹脂全体の市場（国内流通量）は決まっており、その中で
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リサイクルボトルをリサイクルした物しか戻ってきてない。（再生材の量は決まっていて、ボトル

製造、シート製造、繊維製造等が取り合っているだけで解決にならない）

◉

・リサイクル資源循環の取り組みの課題としては、経済的なインセンティブが一般の消費者には

必要と思われる。リサイクルに付随するコストは誰がどこでそれを負担するのかが課題になって

くる。

◉

・資源循環に取組むにはコストがかかり、それを社会全体がわだかまりなく負担していくのが重

要だと思う。

・日本に入ってきた資源はサーキュラーする、資源循環の負担を自社内でやるとは言えないので

問題かもしれない。

・環境や資源効率性という軸と、負担という実行の中で最適化を見つけていく。

・サーキュラーエコノミーが経済成長につながる事を学術的に研究して一定の条件のもとではそ

うなると思うが、そういう世界じゃないかなと、新品が売れなくなると言って短期目線だと思う。

◉

・サーキュラーエコノミー社会を実現するためには非常に難しい課題だと思うが、社会的課題が

先で、技術的課題がそれに対してついていくイメージを持っていて、ヨーロッパは法規制で方向

性を明示されているが、日本の場合苦しいのは、厳しく法律で縛るような話は出てこないと思う

ので、将来像や進むべき方向性がはっきりしない。

・プラスチックのこういうリサイクルが出来たらサーキュラーエコノミーのブームが終わってし

まう危険性を感じる。サーキュラーエコノミーも家電リサイクルと同様に、ある程度仕組みが出

来たからもういい、みたいな感じで社会の興味が失われる。

【リサイクラー】 

◉

・家庭や事業者から排出される廃ペットボトルは、元々廃棄物そして処理されてきた経緯から品

質の規格があいまいなまま現在に至っている。容器包装リサイクル法が施行されリサイクル率の

向上に伴い、廃ペットボトルの大半は有価物として流通しているが、容器リサイクル協会が実施

する廃ペットボトルの入札や事業系廃ペットボトルの個別取引は、販売の対象品である廃ペット

ボトルの品質に関し何ら規制や検査データが無いままにその時々の需要による価格の合意により

取引が続いていて取引の不安定要素になっている。廃ペットボトルに関与する業者は中小企業が

多く、業界団体もないため品質基準を制定する場もない。

◉

・今までは素材メーカーにリサイクル環境の事をやりたいので、技術を起こして作るように言う

と、シーティングメーカーや素材メーカーはバージン売りたいわけで、ゴミからという手間がか

かって、お金がかかりそうなものをやりたくない。大きなプラントで考えるとやりたくないわけ

だから、全く話を聞いてもらえない。

◉

・リサイクルはいろんな技術を使えば基本的には高純度の物が出来上がると思うが、そこまでの

手間をかけ売却できるというのは別問題になる。設備に補助金を付けているが、その設備投資の

何年後に回収できるかと言うのは別問題になる。それよりも再生材自体に補助金を付けてもらっ

た方が動きはいい。

◉

・リサイクルを推進する場合、規制物質のところが一番ネックとなっている。バンパーリサイク

ル材なら大手が回収したバンパーと言う保証がお墨付きとされているのでそのまま使えるが、廃

車由来の何が入っているのかわからない物だと規制物質の IMDS の証明に苦労する。
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◉

・原材料の調達、リサイクル PP がまとまって手に入るかどうかというところが恐らく大きな課

題になってくるだろうと思う。そこに関しては、クオリティが高ければ高いほど入手がかなり難

しくなってくるので、ある程度色がついているとか、一、二回使ったようなものを想定していた

方がいいと思っている。

◉

・経済性や事業の成長見込みは十分あるが、今は廃棄物リサイクル材の取り合いみたいな感じで

やっている。それが懸念点である。

【マテリアルリサイクル】 

◉

・基本的に油にするのもガスからガス利用もしくはガスから液化する技術にしても非塩ビの物に

限られてくる。

【DX 関係】 

◉

・自動車を生産する工場でオペレーターが使うアプリケーションはスーパーマーケットの廃棄物

置場では使えない。現場に関してアプリケーションは共通にならない。

◉

・日本は焼却の費用が安い上にこれだけ焼却炉がいっぱいあってコストメリットと言う意味で言

ったら、再資源化のコストよりも安くなる、もしくは買い取るみたいなところまでいかなければ

いけない。今まで、プラが有価で動いているものとなると、工場の端材は動いているけども、

PIN 材と言われる商業施設で使い終わった後の物はみんな処理費なわけで、この処理費もケース

バイケースだがこれより下回らなければならない。リサイクル出来るから値段が少し高くなって

もいいと言う人もいるが非常に少ないので、集めるソリューション、当社が作っているので色々

出てくるが扱う量も少ないからまだまだコストは高い。そうすると出来上がった当社のプール樹

脂の費用も少し高くなる。

５-３ 今後の見通し、公的機関への要望、リサイクル材の利活用にあたっての課題

・工場を一つターゲットにしてポストコンシューマーまで行く前の工場廃棄物は工場からする

と原材料でありリサイクル材の利活用につながる。

・動脈系は供給安定性が極めて大事、どれくらいの量の廃プラが出るかという情報は欲しい

・リサイクルする時にコストの部分が問題で、ものづくりに関しては経済合理性が働いて、コ

ストの高いリサイクル材は使わない。

・まだ使える物をエネルギー換算で考えてどうするのかという事まで考え、設計段階で静脈に

携わる人の意見も聞きながら反映できるのかトレーサビリティを考える。

・サーキュラーエコノミー社会のプラのリサイクルに関しての標準は大事だと思う。

・国研のような組織には、成功事例、失敗事例含めて速やかに動いてくれるとよい。

・これからのリサイクルは品質の幅や量の幅など、そういう幅の管理のような話に本質的に変

わらなければいけない。

・日本のフィルムメーカーは、高機能フィルムとか、バリア性をもたれるので、逆にヨーロッ

パなんかは単純にポリプロピレン、ポリエチレンと言うと思う。その辺の出てくる素材が何

によるものかなと思う

・リサイクル資材の調達面でコストがかかっていて直接的に企業の売り上げに繋がるようなこ

とを考慮して、制度みたいなところでサポートがあると、非常に進みやすいと思う。
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【有識者・団体・自治体】 

◉

・工場の排出過程みたいなところを着目すれば量的なものはある程度確保できると思う。

・工場から出る物、工場を一つターゲットにしてポストコンシューマーまで行く前の工場で pir

材に着目すると、その廃棄物は工場からすると原材料でありリサイクル材の利活用につながる。

◉

・動脈系は供給安定性が極めて大事で、いつ、どこで、どれくらいの量の廃プラが出るかという

情報は欲しい。

・廃プラの輸送にコストがかかる。近くから調達するというのは極めて大事な話で、どういう物

が、いつどこで、どれぐらいの量が出てくるかと言うマッチングベースになる情報は極めて欲し

い。

・リサイクルまで考えた製品がそれなりの量が出てこないと厳しいと思う。ブランドオーナーが

中心となってそういう製品を増やしていくという事が極めて大事だと思うが、ブランドオーナー

がそこまで追い詰められていないこともあってなかなか進まないのが実情。

◉

・リサイクルする時にコストの部分が問題で、ものづくりに関しては経済合理性が働いて、コス

トの高いリサイクル材は使わないというところがある。

◉

・まだ使える物をエネルギー換算で考えてどうするのかという事まで考え、設計段階で静脈に携

わる人の意見も聞きながら反映できるのかトレーサビリティを考える。

◉

・サーキュラーエコノミー社会のプラのリサイクルに関しての標準は大事だと思う。

・国研のような組織には、成功事例、失敗事例含めて速やかに動いてくれるとよい。

・これからのリサイクルは品質の幅や量の幅など、そういう幅の管理のような話に本質的に変わ

らなければいけない。

【リサイクラー】 

◉

・ケミカルリサイクルは、これまで水平リサイクルできなかった廃ペットボトル以外の廃ペット

樹脂製品もリサイクルできる。

・廃ペットボトルの場合、海外に多い色付きボトルの顔料や色素を除去できる。また、廃ポリエ

ステル樹脂繊維の水平リサイクル技術も確立している。廃ペットフイルムやシートも水平リサイ

クル可能である。

◉

・海外のマテリアルリサイクルを推進していくのも検討している。国内で地固めしていき海外も

チャレンジする。

◉

・経済ロットで回らないとリサイクルは続けていけないので、入口のところで説明して、いいリ

サイクル素材を集める。

◉

・当社は軟質プラの取り扱いというのがなくフィルム等の取り扱いはしてないが、日本のフィル

ムメーカーは、高機能フィルムとか、バリア性をもたれるので、逆にヨーロッパなんかは単純に

ポリプロピレン、ポリエチレンと言うと思う。その辺の出てくる素材が何によるものかなと思
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う。 

・再生材の値段をあげるにあたって、バージン材の場合はナフサが上がったからと、市況みたい

なのは無いようなもの。再生材の場合は、今まではバージン上がればちょっと安い材料の再生材

使ってコストダウンするという提案をしていた。バージン材を 100 とした場合に、再生材は半分

から 6、7 割ぐらいっていうイメージがどうしてもあるので厳しい。実際マックのコストをみる

とバージン材を使った方がコスト的には安いと思う。

◉

・リサイクル材は認可が無いと自治体を越えて運べないというのがある。

あそこでテストをしたいが他の自

治体からこういう物を持っていくのがかなり難しい。廃棄物として持っていくことが出来なくて

という話を聞いた。

【マテリアルリサイクル】 

◉

・ ペレットにできればいろんな形にできる

ので、混合材のペレットや単一材のペレットを作っていく。射出でも押し出してもいいし、もし

くは 3D プリンターとか、いろんなバリエーションに変えていくというのが 一番と思

う。

【DX 関係】 

◉

・当社で目指しているのは、環境グループで廃プラを集荷し原料になるまで加工して企画をする

というところになっている。再資源化の取り組みをプラットフォームとして企画して、実績情報

とか、個別のやり取りについてデジタル化できるというところを目指している。

・具体的なデジタル化要素として考えているのは、まだ品質情報の管理可視化と言うところで、

どういう由来が出てきてそれをペットにするとどういう品質が管理保証債務か、というところの

デジタル管理。それからプラスチックの用途開発で、こういうものだったら、こういう出口の再

生材利用用途が適するとかっていうのは、過去の経験からビッグデータを持っているのでそうい

うのを活用してデータベース化して、それを AI である程度想定できると言うところを考えてい

る。

・効率化も必要で、事業採算性の回収の手配をしていかにデジタル化して最適なものにするかと

いうのも重要な要素になってくる。

◉

・DPP に関しては、いろんなサービスが立ち上がっている認識している。何をフォーカスするの

か難しいと思っているが欧州が進んでいる流れができてきている。

・自動車をはじめとするそういったスキームに徐々に参加して行くのかと思っている。

・DX というか、デジタルツールの必要性っていうのは 1 年ぐらい先だと思っている。今はどち

らかというと現実を変えるみたいな時間帯だと思っている。社会的な要求や圧力というのが具体

的じゃないので、そういった部分を先取りする意識を持った経営者がいる会社しかできない。

◉

・海外の現状と日本を比較すると、ヨーロッパやアメリカのような国は、日本より政府の制度的

な面でリサイクル材を使わないと罰金みたいなものが始まっている国もある。

・開示の義務はヨーロッパでは進んでいるので、リサイクル材とか PCR 材を使って、定量的な量

を開示しなければいけないなど義務化がされていて、そういうのを見て投資家が動く。そういう

全体的な潮流が海外にはある。

・日本は再生材を売っているので、海外のような再生材を使うことに調達面でインセンティブを

持たせることを国としてはやってほしいと思う。

・リサイクル資材の調達面でコストがかかっていて直接的に企業の売り上げに繋がるようなこと

を考慮して、制度みたいなところでサポートがあると、非常に進みやすいと思う。
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◉

・減容を進めることでリサイクルも促進されると思う。その経済的合理性は非常に大事だと思う。

例えばロジコストが半額になるなら捨てるより、ちょっと遠くでも回した方がよくなるので、そ

ういったところは進むと思う。全国的なデータがないのでどうやってマッチングするのかという

のは各社やり始めたかなと感じている。

５-４ ヒアリング対象別項目別表

（１）現在の取り組みについて

№
カテゴ
リー

ヒアリング
先

ヒアリング要約

1
有識者・
団体・自
治体

2
有識者・
団体・自
治体

3
有識者・
団体・自
治体

4
有識者・
団体・自
治体



44 

№
カテゴ
リー

ヒアリング
先

ヒアリング要約

5
有識者・
団体・自
治体

6
有識者・
団体・自
治体

7
有識者・
団体・自
治体

 
 

8
リサイク
ラー

9
リサイク
ラー
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№
カテゴ
リー

ヒアリング
先

ヒアリング要約

10
リサイク
ラー

11
リサイク
ラー

12
リサイク
ラー

13
リサイク
ラー
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№
カテゴ
リー

ヒアリング
先

ヒアリング要約

14
リサイク
ラー

15
リサイク
ラー

16
マテリア
ルリサイ
クル
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№
カテゴ
リー

ヒアリング
先

ヒアリング要約

17 DX関係

18 DX関係

19 DX関係

20 DX関係
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（２）取り組みの問題点やサーキュラーエコノミーの課題

№
カテゴ
リー

ヒアリン
グ先

ヒアリング要約

1
有識者・
団体・自
治体

2
有識者・
団体・自
治体

3
有識者・
団体・自
治体

4
有識者・
団体・自
治体
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№
カテゴ
リー

ヒアリン
グ先

ヒアリング要約

5
有識者・
団体・自
治体

6
有識者・
団体・自
治体

7
有識者・
団体・自
治体

 
 

8
リサイク
ラー

9
リサイク
ラー
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№
カテゴ
リー

ヒアリン
グ先

ヒアリング要約

10
リサイク
ラー

11
リサイク
ラー

12
リサイク
ラー

13
リサイク
ラー
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№
カテゴ
リー

ヒアリン
グ先

ヒアリング要約

14
リサイク
ラー

15
リサイク
ラー

16
マテリア
ルリサイ
クル

17 DX関係
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№
カテゴ
リー

ヒアリン
グ先

ヒアリング要約

18 DX関係

19 DX関係

20 DX関係
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（３）今後の見通し、公的機関への要望、リサイクル材の利活用にあたっての課題

№
カテゴ
リー

ヒアリング
先

ヒアリング要約

1
有識者・
団体・自
治体

2
有識者・
団体・自
治体

3
有識者・
団体・自
治体

4
有識者・
団体・自
治体
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№
カテゴ
リー

ヒアリング
先

ヒアリング要約

5
有識者・
団体・自
治体

 
 

6
有識者・
団体・自
治体

7
有識者・
団体・自
治体

8
リサイク
ラー

9
リサイク
ラー
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№
カテゴ
リー

ヒアリング
先

ヒアリング要約

10
リサイク
ラー

11
リサイク
ラー

12
リサイク
ラー

13
リサイク
ラー
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№
カテゴ
リー

ヒアリング
先

ヒアリング要約

14
リサイク
ラー

15
リサイク
ラー

16
マテリア
ルリサイ
クル
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№
カテゴ
リー

ヒアリング
先

ヒアリング要約

17 DX関係

18 DX関係

19 DX関係
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№
カテゴ
リー

ヒアリング
先

ヒアリング要約

20 DX関係
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別表-１ アンケート調査対象先２００事業者一覧 

№ 企業名 担当セクション等 電話番号 備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28



60 

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41  

42

43  

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53  

54

55

56

57

58



61 

59  

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

【マテリアルリサイクル】

№ 企業名 担当セクション等 電話番号 備考

80

1

2

3

4

5

6

7

8

9
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10

11

12  

13

14

15

16

17

18

19

20

21

【川上】

№ 企業名 担当セクション等 電話番号 備考

1

2

3

4

5

6

7

8

【廃棄物DX系】

№ 企業名 担当セクション等 電話番号 備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11



63 

12

13

14

15

16

17

18

19  

20

21

22

23

24    

25

26

27

28

29

30

31

32

33  

34



64 

35

36

37

38

39

40

41

42

43  

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57
 

58

59

60

61



65 

62

63

64

65

66

67

68

69

70

【廃棄物DPP系】

№ 企業名 担当セクション等 電話番号 備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21






